
1.定点把握対象疾患の発生動向　※栗原支所管内を含む大崎保健所管内
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　　上段は圏域全体で一週間に診断した患者数　、下段は一つの定点（医療機関）あたり一週間に診断した患者数。＊は急性呼吸器感染症（ARI)に含まれる感染症。
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【 定点把握対象疾患の発生動向 】
※栗原支所管内を含む大崎保健所管内

• 県内の手足口病は減少しましたが、令和6年度までに運用していた警報値を依然上回っ

ています。

• また水痘も令和6年度までに運用していた警報値を上回りました。

• 水痘は感染力が強いので、予防のためのワクチン接種や、石鹸、手洗いの徹底やマスク

の着用などの感染予防に心がけましょう。

【 集団発生状況 】※栗原支所管内

• 保育施設で手足口病の集団発生がありました。

【 全数報告疾病 】※栗原支所管内

• なし
【感染症コラム～ジビエ～】
• 鹿や猪等の野生鳥獣、またはその肉のことを言います。

• 野生鳥獣は家畜と異なり、飼料や健康状態等の管理が

行われていないため、病原体を保有している可能性が高

く、喫食にはリスクが伴います。（例：E型肝炎、腸管出血性

大腸菌、サルモネラ、カンピロバクター、旋毛虫等の寄生虫等）

• これら病原体は食中毒の原因になる可能性もあります。

• 予防として、生食を避け、中心温度75度以上で1分以上

の十分な加熱調理を行った上で喫食してください。また、

生肉に素手で触れない、調理器具は生肉用と加熱用と

で分ける、他の食品と接触しないようにする等の工夫を

してください。（特にトングは生肉用と加熱後用の２本以

上を準備してください）

• 市販の焼肉でも喫食において同様の注意が必要です。

• 夏はバーベキュー等で生肉を扱う機会の増える時期で

すから、正しい調理方法を守り、楽しく過ごしましょう。

大崎保健所 栗原支所 疾病対策班

0228-22-2117 0228-22-7594

【海外へ渡航される方へ】
海外では、国内に常在しない感染症や高い頻度で発

生する感染症の報告があり、渡航前から適切な感染

対策を行うことが大切です。下記を御確認ください。

海外へ渡航

される皆様へ

（厚生労働省HP）

海外で健康に

過ごすために

（厚生労働省

検疫所HP）

• 夏季は人の交流機会が増加することから、新型コロナウイルス感染症等の感染症が流行

する時期です。また、蚊やダニを媒介にする感染症にも注意が必要です。

• 帰省等で高齢者と会う、大人数で集まる場合は、感染予防を心掛け体調を整えてくださ

い。また、虫が媒介する感染症の予防として、草むらへ入る場合には素肌を出さない服

装や虫よけを活用してください。

感染症対策の基本は、①手洗い、②マスクの着用

を含む咳エチケット、③換気です。


